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1 はじめに
本論文では，早期認識に基づく動作 (ジェスチャ)予測の

一手法について述べる．早期認識とはジェスチャの終了を
待たずになるべく早い段階でそれが何のジェスチャである
かを識別するものである．例えば，両手が上がり始めた段
階でそれがジェスチャ「万歳」の冒頭部であると認識する
ような処理である．一方，動作予測とはユーザ (動作主)の
数フレーム後の状態を推定するものである．本論文では，
文献 [1]の手法をより高精度なものとするために，新たに
固有ジェスチャの線形結合モデルの導入を検討する．
2 従来の早期認識ならびに動作予測 [1]
文献 [1]の早期認識ならびに動作予測の原理を図 1(a)に

示す．前述のように早期認識とはジェスチャの終了を待た
ずに認識結果を出力する方式である．現フレームを τ と
すれば，早期認識は，入力パターン I の区間 [0, τ ]がどの
標準パターンRc (cはジェスチャのクラス)の，どの区間
[0, t]に対応するかを見出す問題に帰着する．すなわち Iと
Rc の部分マッチングを行ないながら最適な cと t を探索
することになる．文献 [1]では，連続 DPマッチング [2]
を拡張した手法でこの問題を効率的に解いている．
今，早期認識により，現フレーム τ がジェスチャc∗の第

t∗フレームに最適対応することがわかったとすると，δフ
レーム後にはRc∗,t∗+δ に似た動作が現れると予測できる．
すなわち，Iτ+δ の予測値を Îτ+δ とすると，

Îτ+δ = Rc∗,t∗+δ (1)
により，動作予測が実現する．
3 固有ジェスチャの線形結合モデルの導入
以上の従来法では，予測値として標準パターンそのもの
が出力される．従って，予測精度は標準パターンに大きく
依存する．動作主が変わるなどして，入力パターンと標準
パターンに乖離が生じれば (例えば手の振り幅の違いなど)，
予測精度は落ちることになる．大量の標準パターンを準備
するという改善策も考えられるが，動作予測という実時間
処理を前提としたタスクにおいては現実的ではない．
そこで，本論文では標準パターンそのものに加え，それ
からの変動分を効率的に表現する固有ジェスチャの線形結
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図 1: 動作予測の原理．(a)従来法 [1]．(b)本手法．

合モデルの導入を検討する．本手法の概要を図 1(b)に示
す．ジェスチャcの固有ジェスチャuc,k とは，学習パター
ンと標準パターンの差分 (すなわち変動ベクトル)の第 k
主成分であり，従って，ジェスチャcにおいて起こり易い
変動を表現している．
この固有ジェスチャを用いた場合の動作予測式は

Îτ+δ = Rc∗,t∗+δ +
∑

k

αkuc∗,k,t∗+δ (2)

となる．ここで αkは加重係数であり，差分 I −Rcとモデ
ル

∑
k αkuc,k との間の二乗誤差が最小になるように，各

フレーム τ において，区間 [0, τ ]の部分パターンを用いて
決定される．
以上では簡単のため，時間軸方向の非線形伸縮 (すなわ

ち，フレーム数の違い)への対処の詳細を省略した．実際
にはDPにより伸縮を補償しながら，現フレーム τ に対応
する tや，αk を決定している．
4 動作予測実験

3クラスのジェスチャを用いて動作予測実験を行なった．
各クラスについて 100 サンプルを準備し，固有ジェスチャ
uc,kを求めた．その際の標準パターンRcは全 100サンプ
ルの平均パターンとした．
予測実験の結果を図 2に示す．横軸は予測に用いる区間

[0, τ ]の入力パター ン全体に占める割合であり，従って値
が小さいほどより早期の段階での認識結果を用いて，長期
の予測を行なったことになる．縦軸は予測精度評価量であ
り，予測誤差の総和

∑T−τ
δ=0 ‖Îτ+δ − Iτ+δ‖ の平均値であ

る (T は入力パターン長)．
この結果からジェスチャの分散が最も高い中間部におい
て,高精度な予測モデルを作成出来ていることが分かる. ま
た従来法と比べても平均して高精度な予測が可能である.
5 まとめ
本論文では，文献 [1]の手法をより高精度なものとするた

めに，標準パターンからの変動を表現する固有ジェスチャ
の線形結合モデルの導入を検討し，その精度を評価した．
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図 2: 本手法による動作予測の精度．
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